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小西行郎 (埼玉医大)･高谷理恵子 (福島大)･多賀厳太郎 (東京大)
竹下秀子 (滋賀県立大)･板倉昭二 (京都大)
ヒトの新生児が自発的に全身を動かすジェネラルムーブメンート(GM)と呼ばれる複雑な運
動は､脳の発達の状態を反映していると推測され､その後の運動･認知発達との関連が注目され
ている｡
今年度対象とした母親の養育したチンパンジー乳児 3個体は､全て3カ月検診時に寝返り
をした｡これまでに得た人工保育のチンパンジー乳児の資料と対照すると､今回の結果は､ (1)
人工保育児において顕著に観察された痘撃様の運動が､アユム･クレオ･パルの 3個体ともに
出現しない､(2)1-2カ月では様々な接触系の嘩動が出現しやすく､生後3カ月になると屈曲の
姿勢が有意となり体幹への接触が減少し､寝返る行動が出現する､という2点において特徴的
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